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心体系のうちの異熟心のみに限定される（欲界無因の不善異熟心 7 種・善異熟心 8 種，















（paThavI paresaM sAdhAraNA ti?）と問いつつ，業異熟の共有（sAdhAraNa）が可能かどう
かと論難する．そこでは，











asAdhAraNam aJJesaM, acorAharaNo nidhi / kayirAtha dhIro puJJAni yo nidhi anugAmiko // 
　［福徳は］他の者たちと共有しないし，盗賊にもっていかれない伏蔵である．
　賢者は諸々の福徳をなすべきである．およそ伏蔵は，［彼に］ついて行くものである．
ここでは c pAda の一語と d pAda が異なっているが，Kv の論者が用いた偈は明
らかにこれの異形である．
②業と果報の順序　次に，上座部は「最初に大地が確立し，後から生き物たちが
生まれるのか？」（paThamaM paThavI saNThAti, pacchA sattA uppajjanti?）と問う．世界の生
成において大地が先に出来上がって，その後でそこに誕生する生き物が行動し業
を作っていくのだとすると，業と果の順序が逆になるので矛盾が生じる．




















チベット訳 SaMsk tAsaMsk taviniZcaya（Sav）において，正量部説を述べる箇所で































記の聖典 Khp viii.9 に遡り，Kv で「他の教義から引用した」偈と一致することか
ら，Vim が Kv vii.7 の議論を前提にしていることは疑う余地がない．しかもこの
後者の説はMilが示したutujaという新解釈を正しく継承したものである．しかし，





















典 DhammasaGgaNi の註釈書 ATThasAlinI（As iv.118）における分析から外的環境や自
然界の現象に関する発生を抜き出すと，業縁時節等起（輪宝，神々の園，天宮など），
時節等起（雲），時節縁（洪水），時節縁時節等起（降雨による種子の生育，大地の放香，







































































janaka-kamma が生み出すもの─」『佛教学』42, 2000, pp.4–6 及び Hayashi, Takatsugu： “The 
Function of Janaka-Kamma in TheravAda Buddhism,”Buddhist and Indian Studies In Honour 
上座部の共業（sAdhAraNa-kamma）について（林）（182）
─ 351 ─
























８） Kiyoshi Okano：SarvarakSitas MahAsaMvartanIkathA, Ein Sanskrit-KAvya über die Kosmologie 
der SAMmitIya-Schule des HInayAna-Buddhismus. Sendai 1998, p.400, p.402および岡野潔「『大
いなる帰滅の物語』（MahAsaMvartanIkathA）第 2 章 1 節～ 3 節に見る世界形成の正量部
伝承」『哲学年報』66, 2007, p.10, p.13 参照．ただし Skt 文献 MahAsaMvartanIkathA では
対応箇所でこの語は使用されていない．
９） Vism xx.40：uNha-utu sIta-utU ti evaM pan＇ esa duvidho hoti；also Vism xx.69：utumayaM 
sItuNhavasena pAkaTaM hoti.
10） 類似した説明は，同じくブッダゴーサに帰せられる Khp-a 172 にもある．
11） Dhp-a i.272：atha nesaM puJJAnubhAvena Sineruno heTThimatale asuravimAnM nAma nibbatti 
CittapATali nAma nibbatti.このとき，彼らには，福徳の威力によって，シネール山の最
下の平地にアスラ宮殿と名づくるものが生じ，チッタパータリ［樹］と名づくるもの
が生じた．
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